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開局日時   毎週月曜日～木曜日の午前 10 時から午後 4 時迄

【編集後記】第２号では、[江戸城総構」を特集いたしました。江戸という都市の規模の壮大さ、奥深さに圧倒

され、感動しました。皆さまにもご覧いただき、江戸・東京の素晴しさを味わって頂きたいと思います。（Ｔ） 

２０１７年開催のセミナー風景

◆当会の名称を変更致しました。
当会は名称を「一般財団法人 江戸・東京歴史文化ルネッサンスの会」に変更いたしました。企画・事務

局会議は、新たな気持ちで運営に当たっております。 

◆会員・市民の皆さまからのご意見を今後ともお寄せください！
「江戸・東京歴史文化ルネッサンス基本計画書（仮称）」策定に向けてご意見を反映させて参ります。

◆セミナーや文化財巡り等がスタートします。
いよいよ、江戸城の歴史や文化の専門分野からの学識者を講師に、セミナーや文化財巡り等がスタートし

ます。これに先立ち、７月２１日にＮＨＫブラタモリで江戸城をご案内した江戸都市史研究家 後藤宏樹さん

によるキックオフセミナーを「江戸城の見える化」と題して開催します。ふるってご参加ください。（詳しく

は別紙「キックオフセミナー開催のご案内」をご覧ください。） 

事務局 information 

 「東京文化資源区」とは、東京の北東部の谷根千、根岸一帯にはじまり、上野、本郷、秋葉原、神田、神保

町、湯島に至る地区の名称で、これらの地区はわずか半径２ｋｍの徒歩圏に集中的に立地しています。 

 この「東京文化資源区」には近世・近代・現代と、時代をまたぐ文化資源が集積しています。谷根千は町屋

と路地の街並み等の「生活文化資源」、上野は博物館群と東京藝術大学の「芸術文化資源」、本郷は東京大学の

「学術文化資源」、秋葉原はマンガやアニメ等の「ポップカルチャー資源」、神保町は古書店街と出版社の「出

版文化資源」、湯島は湯島天満宮や湯島聖堂等、神田は神田祭等江戸の伝統を引き継ぐ「精神文化資源」が集

積しています。 

 「東京文化資源区」は高度成長期以降の大規模な開発から免れることで、東京における文化資源の宝庫とし

ての価値を維持し続けており、文化、環境、観光等の様々な視点から街としての新たな可能性が注目されてい

ます。 

 2014 年 6 月より内閣府、国土交通省、文化庁、大学、民間研究機関、企業等、様々な分野の専門家、実践

者の有志が集まり、検討を重ねてまいりました「東京文化資源区構想策定調査委員会」が発展する形で新規に

組織されたものが、「東京文化資源会議」です。 

 上野、本郷、谷根千、神保町、秋葉原、神田、根岸等の特色ある文化を保有する地域を中核とした上野寛永

寺から旧江戸城に至る東京都心北部一帯に残り、育まれているソフト、ハードあわせた様々な文化資源を活か

したプロジェクトを進めていくことで、2020年以降の新たな東京をつくっていこうというものです。 

（東京文化資源会議ホームページより） 

当会は、江戸城に隣接するこの地域との交流を進めております。 

7 月 2日に東京文化資源会議の総会が開催され、当会からも 2名が参加し、交流を深めてまいりました。 

一般財団法人 江戸・東京歴史文化ルネッサンスの会（Ｅｄｏ Ｔｏｋｙｏ Ｒｅｎａｉｓｓａｎｃｅ） 

ビヨンド２０２０ 

 江戸城ルネッサンス(再生･活用)

東京文化資源会議との交流（第二回 全国の歴史文化まちづくり紹介） 

市民が支える新しいまちづくり、 

歴史文化遺産の見える化と保存と活用、復元に向けて

本年、文化財保護法等の改定が行われ、文化財による歴史文化まちづくりの各地での取

組みが一層のスピードで進められようとしております。 

 隠れた文化財の掘り起しや歴史的建造物の改修や活用を進め、京都二条城の収益向上の

事例にみられるように、観光資源にし、地域の活性化に繋げることが目的とされています。 

 「国宝の消滅」を書いたデービット・アトキンソン氏は、文化財の「冷凍保存」からの脱却

を、「保存と活用は車の両輪であり、バランスを意識せよ！」と述べられ、西村幸夫教授は「これからは活用

の時代だということを法的に示す大事な一歩となった。新しい仕事が生まれる可能性もある。」と述べておら

れます。（日経アーキテクチュア2018年5月24日号「稼げる保存」） 

 首都東京には、幾たびの戦災を通しても、多くの先人達に、たゆまず守られてきた多くの歴史文化遺産が有

ります。そこには、新たな復元にはない魅力と価値があり、今こそ、数百年後を見通した「保存と活用」に着

眼した取組みを進める必要があります。 

 同時に、江戸城・城下町の歴史文化を伝える為の、必要で重要な歴史的建造物、例えば、本丸御殿、天守、

玄関、大広間、白書院、黒書院、能舞台、松の廊下、石垣、濠、城門などの復元・保存・活用を検討して、そ

の実施に向けて活動して参ります。 

 その為には、世界遺産に匹敵しうる皇居東御苑周辺にある江戸城や城下町を再評価し、それらの今日的意義

を明確化することにより、江戸以来蓄積され、潜在化している莫大な歴史文化遺産を、市民の虫の目と鷹の目

で見える化する「新しいまちづくり戦略」が必要であると存じます。 

 近年は、旧江戸城・城下町の多様な歴史文化資源の存在を通して、大小の市民コミュニティやＮＰＯ、官民

の協働により、それらの資源を活かした多くのまちづくりが、持続的に展開されています。既に、当会と市民

活動の皆さまとの交流をさせて頂いております。 

 江戸城再生とは、単なる箱ものづくりではなく、歴史的文化的空間として再整備することであります。 

旧江戸城・城下町の歴史文化資源を活かしたまちづくりとの価値観を共有し、ゆるやかに連動するネットワー

クの形成は、より一層の相乗効果を発揮する、江戸城・城下町の再生の事業と運動となると考えます。

 歴史上、初の本格的な学術・調査、検討、提言事業とし、「江戸・東京歴史文化ルネッサンス５カ年基本計

画(案)」の始動に向けて、２０１８年７月セミナー「江戸城の見える化」等をキックオフとし、開催致します。

どうか、皆さま、お誘いあわせの上、ご参集いただきますよう、お願い申し上げます。 

２０１８(平成３０)年７月８日 

代表理事 小竹直隆 

ご  案  内
市 民 が 支 え る 新 し い ま ち づ く り 、歴 史 文 化 遺 産 の 保 存 と 活 用 、復 元 に 向 け て

江 戸 城 惣 構

東 京 文 化 資 源 会 議 と の 交 流 （ 第 二 回 全 国 の 歴 史 文 化 ま ち づ く り 紹 介 ）
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出所：江戸城新三十六御門重ね絵図【作図・著者：木下栄三(絵空)  発行者：木下栄三 発行所：有限会社 エクー】 

※２０１８年６月一財）江戸・東京歴史文化ルネッサンスの会が提供する資料以外のご利用はお控えください。 
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江 戸 城 惣 構 
周囲：約６０km、東西：約６km、南北：約３.８km 

本丸の外側に幾つもの濠を巡らして曲輪をつくり、さらにその外側に外濠をめぐらし、城下町を区画したのが 

江戸城惣構です。東を墨田川までとしましたが、明暦の大火後に両国橋を架け、江戸は本所・深川へ・・・ 

さぁ！ 江戸城の守られた文化財と失われた歴史遺産の再生で、 

東京の歴史再発見につなげましょう！ 

 
 

・二の丸庭園と諏訪の茶屋 

・明治期の吹上にあった茶屋を移設 

・明治時代の遺構 二重橋(皇居正門石橋と鉄橋)、枢密院など 

・展示施設：三の丸尚蔵館など 

・その他：江戸城外堀跡（牛込ｰ赤坂門）、常盤橋門跡 

＜主な江戸城跡の歴史遺産＞ 
公開地域 本丸・二の丸・三の丸跡（皇居東御苑） 

 ・番所：同心番所、百人番所、大番所 

 ・櫓：富士見多聞櫓(内部公開)、富士見櫓周辺 

 ・城門：外桜田門、田安門、清水門（国重要文化財）、 大手門、平川門、北桔橋門、 

     乾門、下乗門跡、中の門跡、中雀門跡(枯梗門、坂下門、西の丸大手門) 

 ・堀と石垣：江戸城内曲輪の堀と石垣が良好に遺存する他、天守台等本丸周辺石垣 
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事 務 局 ｉ ｎ ｆ ｏ ｒ ｍ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ

２０１８年 ７月 ８日 

第２号 



２０１８． ７月

５カ年基本計画ステップアップ展開構想（案）

一財）江戸・東京歴史文化ルネッサンスの会

５カ年基本計画ステップアップ展開構想（案）
江戸・東京歴史文化ルネッサンス（再生・活用）

        ＊国家的プロジェクトとは、「江戸・東京ルネッサンス基本構想(仮称)」を実現するために検討する会議、即ち、「基本構想検討会議（仮称）」をイメージしております。                   ＊国家的プロジェクトとは、「江戸・東京ルネッサンス基本構想(仮称)」を実現するために検討する会議、即ち、「基本構想検討会議（仮称）」をイメージしております。           

          この活動に賛同し、社会的使命を持ち、初期段階から参画をされる産学官民の学識者、有識者、民間（営利・非営利法人）、各種団体、会員や市民などの方々で構成する予定です。       



２０１８． ７月２０１８～２０２２

江戸・東京歴史文化ルネッサンス ５カ年基本計画(案)
一財）江戸・東京歴史文化ルネッサンスの会

江戸・東京歴史文化ルネッサンス ５カ年基本計画(案)
事業と運動の共創による一体的発展




